
授業科目名

2年後期

開講形態 時間数 単位数 2

教科書・参考書・視聴覚・その他の教材

高齢社会、老年看護、生涯発達、エイジング、権利擁護、制度

授業の進め方

オンライン（ライブ）講義

老年看護学概論 担当教員 教授　原　祥子

開講年次及び学期 必修・選択の別 必修

準備学修に必要な学修の時間

各講義の中で指示します。

モデル・コア・カリキュラムとの関連

A-1-1)看護職としての使命、役割と責務
A-1-2)看護の基盤となる基本的人権の理解と擁護
A-1-3)看護倫理
A-5-1)保健・医療・福祉における協働
A-7-1)看護職の活動の歴史・法的基盤
A-7-2)保健・医療・福祉等の多様な場における看護職の役割
D-3-4)老年期にある人々に対する看護実践
D-4-1)予防が必要な人々に対する看護実践
D-4-5)人生の最終段階にある人々に対する看護実践
D-6-3)保健・医療・福祉チームにおける連携と協働
E-1-1)多様な場の特性
E-2-1)地域包括ケアと看護

講義 30

　高齢者の身体機能の特性や精神・社会生活を理解し、その健康とQOLを高める援助、あるい
は穏やかな最期を迎えるための援助の基礎となる理論的知識について教授する。

授業の目的（概要）

１．老年看護の意義について説明できる。
２．生涯発達の観点からエイジングの多様性・個別性を理解し、老年期の発達課題について説
明できる。
３．高齢者の健康問題と看護の視点について概説できる。
４．高齢者の家族関係や社会参加の特徴を理解できる。
５．高齢者保健・医療・福祉制度に関する変遷と今後の課題について概括的に理解できる。
６．高齢社会における権利擁護について概説できる。
７．高齢者ケアに必要とされる各専門職の役割とチームアプローチの方法を理解できる。

学修成果（到達目標）

【教科書】
　正木治恵、真田弘美編集：老年看護学概論（改訂第3版）、南江堂、2020

オフィスアワー

原 祥子（地域・老年看護学講座）質問等随時　E-mail：hara@med.shimane-u.ac.jp

キーワード

成績評価の方法（合否基準）

Moodleに提出するレポート（合格：100点満点のうち60点以上）



回 日程 時間 場所 実施方式 テーマ 授業内容 担当者

1 10月5日
10：25～
12：05

N21
オンデマンド
または

Webex（ライブ）
Ⅰ．高齢社会と老年看護学 １．高齢社会とは 原

2 10月12日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅰ．高齢社会と老年看護学 ２．日本における老年看護の成り立ち 原

3 10月19日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅱ．老化の概念
１．長寿とライフサイクルの変化
２．老化・加齢（エイジング）と老いの自覚

原

4 10月26日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅱ．老化の概念
３．生涯発達と老年期の発達課題
４．老年期における適応とサクセスフルエイジング

原

5 11月2日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅲ．高齢者の健康問題と看護 １．老化と老年病 原

6 11月9日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅲ．高齢者の健康問題と看護 ２．老年症候群 原

7 11月16日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅲ．高齢者の健康問題と看護
３．健康長寿とライフスタイル
４．高齢者看護における看護の視点

原

8 11月30日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅳ．老年看護に活用できるアプローチ
１．ライフストーリーの概要
２．ライフストーリーを活用する意義

原

9 12月7日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅴ．老年期の家族関係と社会生活
１．高齢者と家族
２．老年期の対人関係と社会参加

原

10 12月14日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅵ．高齢者保健・医療・福祉制度の動向
１．老人医療・保健・福祉制度の変遷
２．最近の医療保健改革の動向と老年看護

原

11 12月21日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅶ．高齢社会における権利擁護
１．高齢者への差別と権利擁護（アドボカシー）
２．高齢者虐待

原

12 12月28日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅶ．高齢社会における権利擁護
３．身体拘束をめぐる倫理的課題
４．介護負担にみるジェンダーの問題

原

13 1月11日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅷ．老いと死

１．多死社会の到来
２．高齢者の死因と看取りの場
３．終末期を生きるとは

原

14 1月18日 〃 〃
Webex
（ライブ）

Ⅸ．老年看護の活動の場
１．介護保険施設における看護の機能と役割
２．地域包括ケアシステムと老年看護

原

授業計画

備考


